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生徒を変えた！

昨年１１月に開催した「地域連携担当教職員等研修会」の講義で紹介した長崎市立緑が丘中学校のボ

ランティア活動の取組について、今回、そして次回にわたり紹介します。（紹介する取組は、平成３０年

度及び令和元年度のものです。） 

下は、ボランティア活動の成果についての本田勝一郎前校長先生と高田浩一教頭先生のお話です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑が丘中学校の前校長本田勝一郎氏が本校に赴任された時、生徒の自己肯定感が様々な調査において

全国平均の約2割減でした。本田氏は、「これを何とかしたい」と思い、それまで校内で取り組んでいた

ボランティア活動を校外に広げたいと考えました。 

ボランティア活動を校外に広げる 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緑が丘中学校では、２０１６年に発生した熊本地震の被災者に義援金を送るため、生徒会役員が中心

となって、アルミ缶、古紙等を集めて換金する活動を前年度から行っていました。本田前校長先生が、３

年生のほぼ全員と高校入試のための面接練習をした際、「本校はどんな学校ですか」という問いに対して

「ボランティアに力を入れている学校」という回答がとても多く驚かされたそうです。それならば、この

取組を糸口に、自己肯定感を高めようと、２０１８年度に「誰かのためにできることを」とのスローガン

を掲げ、生徒会役員に「ボランティア活動をさらに発展させるにはどうしたらよいか」と問いかけまし

た。すると、生徒たちは、日頃お世話になっている方々に感謝を表すため、地域に出向いて公民館や公園

などを清掃したいという思いを語り、ボランティア活動を校外に広げることになりました。 



👉 次号は「ボランティアデー」当日の様子等について紹介します！ 

生徒会とＰＴＡとの連携を図り、保護者の協力を求める 
生徒会役員の生徒らは、生徒総会での議案書作成に向けて、ＰＴＡ役員の方々と話し合いを行い、保護

者の協力を求めました。そして、生徒総会では「ボランティアデー」の計画案や資源回収によって得られ

たお金で熊本県の被災した学校へ支援するという提案についての話合いを行いました。 

  

 

 

 

 

 

 

自治会長さんたちへ活動の説明をし、協力を依頼する 
 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒会役員と校長先生が各地区の自治会の会議に出席し、ボランティア活動の趣旨を伝え、活動内容

の説明と協力をお願いしました。賛同が得られた自治会には、その後、生徒会の役員がそれぞれの自治会

長宅を訪れ、具体的な活動内容・方法について打合せを行いました。 

「ボランティアデー」に向けて動き出す生徒たち 

 生徒会役員が、熊本訪問で知った被災地の現状やボランティアの意義について集会で報告し、全校生

徒で共有したり、地区毎の話合いを行ったりして、「ボランティアデー」に向けて準備を進めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒会集会でボランティアの意義等を確認】 

 

 

 

 

 

 

 

【生徒会役員と各地区担当の先生方による打合せ】   【ボランティアデー前日の担当地区ごとの話合い】 

 

各地区に掲示

するポスターは

美術部の生徒が

作製しました。 

生徒会役員とＰＴＡ

役員との話合い 

生徒総会で「ボラン

ティアデー」の計画

案等について話し

合う生徒たち 


